
◆企 画 名  ピアエリア広報・掲示 

日  程  平成 26年 5月 1日（木） ～平成 27年 3月 31日（火）（掲示期間） 

場  所  総合学生会館凜風館 1階 ピアエリア 

参加者数  3名（ピア・サポータ） 

目  的 

・ピアエリアに自己紹介カードを掲示することで、関大生にピアエリアがピア・サポータ

の活動場所であることを広報する。 

・ピア・コミュニティ内におけるピア・サポータ同士の交流を促進する。 

・ピア・サポータとしての意識向上を目指す。 

内  容 

・昨年度に実施した、ピアエリア広報・掲示企画を引き続き実施した。 

・コミュニティ紹介ポスターは昨年度に作成したものをそのまま掲示し、自己紹介カード

は新しくピア・コミュニティに加入した研修生向けに作成し、配付した。配付した自己

紹介カードを回収し、ピアエリアに掲示した。 

効  果 

＜自己紹介カード＞ 

・他コミュニティに所属しているピア・サポータがどのような人であるかが知れた。 

・加入したばかりのピア・サポータにピア・コミュニティでどのような活動をしていきた

いか、考えるきっかけを設けられた。 

＜コミュニティ紹介ポスター＞ 

・他コミュニティが普段行っているピア・サポート活動について知れた。 

・他コミュニティに興味を持つサポータが増えた。 

改 善 点 

＜自己紹介カード＞ 

・ピアエリアを訪れるピア・サポータがほとんど同じ人であるため、自己紹介カードがピ

ア・サポータ同士の交流に役立っているとは言えない結果となった。 

・一般学生に対する広報効果に関しては、自己紹介カードは文字のみのレイアウトであっ

たため、一目見るだけでは情報が伝わりにくく、あまり効果的な広報にはなっていない

と思われる。 

・ピアエリアには知らないピア・サポータがいて入りにくい等の声も聞かれ、ピア・サポ

ータがピアエリアに来やすい環境を整えることが重要であることがわかった。 

・研修会や交流会などを企画しピア・サポータ同士の交流を深めることで、ピアエリアを

利用するピア・サポータを増やしていきたい。 

＜コミュニティ紹介ポスター＞ 

・文章ばかりのポスターであったため、人目に付きにくく、一目見るだけでは内容が理解

できないポスターであった。写真や絵柄などを掲載することで、人目に付きやすく、内

容も分かりやすいポスターを作っていく必要がある。 

・ポスターは長期間にわたって掲示しているため経年劣化が激しい。作り直しを検討した

い。 

感  想 

目的をあまり達成できたとはいえない結果となってしまった。しかしポスターのレイア

ウトに関することや、ピアエリアを利用しづらいというピア・サポータの声といった教訓

を得ることができた。 

今後もピアエリアを使った広報企画とコミュニティ間の連携を促進するための企画を行

う予定なので、今回の企画で得た教訓をいかしていきたい。 

 


